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帝京大学理工学部情報科学科  

にいるかぎり，情報教育はいつまでも補  

助的・補完的なものにとどまり，4章で述  

べるような，本来なら痛報教育が成し得  

るはずの重要な役割を果たせないだろ  

う．ここではまず，現行の教育課程から  

見ていこう．   

現行の教育課程では，中学の教科「技  

術・家庭」の中に「情報基礎」が設定さ  

れている．これは平成3年の指導要領の改  

訂により，新装された教科ー技術・家  

庭Jの11領域のうちの一つとし●て設定さ  

れ，移行期間を経て，平成5年皮から完全  

実施された．「情報基礎」は必修ではな  

いが，教育用コンピュータの設置が進  

み，ほとん‘どの中学（推測で95％程）で「情  

報基礎」の授業－が行われていると聞く．  

これが，生徒たちが履修する制度的な情  

報数育では，事実上唯一のものである．  

r技術・家庭Jという教科は，個人とし  

ての人間の育成を目指すもので，それは  

評価できるが，情報を技術として捉える  

立場では限界があろう．  

■その後を受・ける高校の方では，普通科  

の課程の場合，中学のような形ではな  

く，数学や理科，社会の教科のなかに分  

散して配置されている．たとえば数学で  

は，・「数学A」，「数学B」の中で，それ  

ぞれ「計算とコンピュータ」「算法とコ  

■ンビュータ」が設けられていて，これら   

1．はじめに  

情報教育が，いよいよ高校にまでおよぶこ  

とになる．といっても2003年からのことだが，  

高校の普通科等の授業の中に，教科としての  

「情報」が置かれるだろう．   

ネこでは何を教えるのか，何のための情報  

教育なのか，大学の情報教育とどうつながるの  

か，といったことに関心が集まって来た．   

ここではこの話題を中心に，初等中等教育  

における情報教育について述べる．特に，学校  

数育は生涯学習の入口であるという新しい切り  

口で見ると，小学校から始まる情報数育は，今  

後の教育改善の大事な鍵を握っ七いることにな  

るので，この点について少し詳しく述べる．   

2．現行の中学・高校の情報数育一部分   
的で補助的な状況  

情報化社会といわれトコンピュータやイン  

ターネットという言葉が日常化し，学校数育で  

もコンピュータの導入や授業での活用が話題に  

上るこの頃だが，初等中等教育での本格的な情  

報教育は，制度的には，実はこれからのもので  
ある．もちろん，学校数育における情報教育の  

必要性，重要性は，早くから先達によって指摘  

されていて，平成元年の指導要領改訂の時から  

公に認識された，そののち，中学でのF情報基  

礎jの設置，高校での分散配置による情報教育  

の開始とつながっていった．   

しかし教育としてみたとき，その延長線上  
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あっ声・平成＄年7月に出された第15期中  

央教育審議会第一次答申2）（以下「中教審  

答申」という）において，情報化に適切に  

対応 

いる．．これを受けて，平成8年10月に「情  

報化の進展に対応した初等中等教育にお  

ける情報教育の推進等に関する調査研究  

協力者会議」（以下「協力者会議」という）が  

設けられ，具体的な検討を行って来た．  

その中間報告がやはり平成9年10月に公表  

され3），特に高校にらv 

高等学校では，普通教育に由する教科   

として教科「情報（仮称）・」を設置し，  

その中に科目を複数設定する（いずれも   

2単位程度）  

とい？た表現で準立教科の設定が明記さ  

れた．そして， 

新教科は，．可能な限り必修とす．ること   

が望まし｝、がこ 必修とすることが困難な   

場合iま，その内容の一部をすべての生徒   

に学要させるために，既存教科に，も必修   

内容として組み入れることも検討する必   

要がある。  

とい 

ただし，新教科の教育課程上の位置づ   

けや，科目構成の在り方，それ 

については，今後，高等学校数育全体の   

在り方のやでさらに慎重に壌討されるべ  

きものである。  

という表現が加わっていて，教科間の厳  

しいせめぎあいの現実があることを表現  

している．   

この指摘を・もとに 

よ 

悲観的な見方をする人もある．．しかしこ  

の辺りの読み方はそう・で碑阜く咄掟うし ■．1・′ヽ†  
て新教科を設置して情琴教育をト寧けれ                                                                T コ  

の科目を履修し，指導者に恵まれれば，コン  

ピュータの操作と共に，ごく短い10行程度の  

Basicのプログラムを学ぶ．これとは別に「数学  

C」は，コンピュータの積極的な活用を前提と  

する科目であるが，受験というのっぴきならな  

い事情から，履修されないか，ある・いはコン  

ピュータなしでの線形代数と解析幾何の学習と  

して使われてしまうケーネもあると開く．ま  

た，「物理A」におけるあつかいは，情報処理  

の物理的鱒郵こ重点が置か咋ていて 

場から時評価できるが，物理全体のなかでの分  

量は少ない．   

一方，廃合科や，し、わゆろ職業科といわれ  

る商業札．工業科なとにあっては，「情報処  

理」．＝や「情報技術基礎」「農業情報処理」「家  

庭情報処理」・という教科が琴定さ叫ている・こ  

れらは†面では職熊教育であるが，一面では積  

極的な情報教育の役割や果たしてヤ．－る．このた  

め，大学入試センター試験においては，数学の  

グループ②のなかに，「情報関係基礎Jが設け  

られ，上述の教科に共通する内容を出題してい  

るl）．数学のグループ②は，この他にー数学  

ⅡJr数学Ⅲ・数学封や，ー工業数理Jr簿  

記jがある．このためトたとえばエ業高校にお  

いては∴－「数学山の代わりに受験でき．る科目  

¶として r情報関係基碇jが受け止められてい  

る．   

r情報関係基礎jの試験は今年で実施2年目  

を迎え，着実に受験生が増加しており，給合科  

や普通科の受験生も，「情報処理」を履修して  

受験していろという．  

3．高校の教科「情車」の癖鼓   

すでに述べたように，平成元年の指導要領  

改訂の時か 
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、〕す－′－ソフ  

重視されていたなら‡昇一－Mと思うが，改む  

るに惇ることなかれであり・，中間まとめ  

は，それを実現するための方策について  

重要な提言をしている．これを▲，中間ま  

とめのキーワードを並べて手短にまとめ  

ると，ゆとりの中で生きる力を育むこ  

と，そのため，一方では完全学校週5日制  

の実施とそれにともなう教育内容の厳選  

・基本の徹底が必要で，他方では，「時  

代を越えて変わらない価値あるもの」を  

身につけること，そして，新しい課題で  

ある国際化への対応，情幸酎ヒヘの対応二’  

環境問題への対応・，高齢社会への対応  

が，各学校段階・各教科等を通じる主な  

課題である，としている．   

このように，一方でゆとり，他方で新  

しい課題が求められることになると，こ  

れを矛盾なく実現させるために用意され  

ている教育理念は，．一言でいえば「すべ  

ての教育は生涯学習の入口である」とい  

うことだろう．これなくしては教育課程  

の改善は成し得ないし，この立場をとる  

ことが実際にできれば，確かに積年の弊  

害を除去することが可能となるだろう．   

現行の教育課程が，頂点に大学を置い  

た知識集約型のものとなって中等敦育を  

縛り，時に知識偏重としてそしられる今  

の状況から脱却するには，学校教育を基  

本的なリテラシー教育だけに引き戻し，  

ゆとりのあるものとして再設計する必要  

があろうと考えている．この点は別のと  

ころで詳しく述べが）ので割愛するが，幸  

いにしてコンピュータと情報通信がある  

レベルまで発達して来たので一 基本的な  

リテラシー教育を受け，情報活用能力を   

ばならないか，新教科を設置するとどのように  

教育改善になるか等，教育課程全体の中での説  

得力が必要だと考えた方がいい．こういったこ  

とを具体的に明らかにする努力と，それらが現  

場の教師を含む教育界にひろく受け入れられる  

ことが肝要だろう．   

4．情報数育は教育改革につながる  

さて，上の文節に，－■教育課程全体の中て抽と  

書いた．この点は新教科を考える上でとても重  

要なことで，協力者会議の中間報告においても  

強調されているが，それをはっきりと顕わに示  

しているのが，平成9年10月に公表された文部  

省の教育課程審議会の「教育課程の基準の改善  

の基本方向について」（中間まとめ）4）である（以  

下「中間まとめ」という）．   

この課程改善の検討は，先述の中教審答申  

をうけて，それを具体的な教育課程の改善七し  

て実現すること，特に課程改善によって教育改  

革を行おうと述べている点で，今後の教育の再  

出発となる画期的な文書となるだろう．たとえ  

ば，次の文章は，中間まとめの中で，「基準の  

改善にあたっての基本的な考え方」に出てくる  

ものである．  

まず、学校は子どもたちにとって伸び伸びと   

過ごせる楽しい場でなければならない。子ども   

たちが自分の興味・関心のあることにじっくり   

取り組めるゆとりがなければならない。また、   

分かりやすい授業が展開され、分からないこと   

が自然に分からないと言え、学習につまずいた   

り、試行錯誤したりすることが当然のこととし   

て受け入れられる学校でなければならない。さ   

らに、そのためには、その基盤として、子ども   

たちの好ましい人間関係や子どもたちと教師と   

の信頼関係が確立し、学級の雰囲気も温かく、   

子どもたちが安心して、自分の力を発揮できる   

ような場でなければならない。   

－●こういったことが，いま現在の学校数育で  
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この図は，建物におけるアーキテク  

チャとして，有機的な関係を見ていだだ  

くと図を使って議論することができる．  

たとえば，．「情報の科学的な 

くとも家は造れるが掘立柱構造で，あま  

り大きな家はできない，とか，．「情報社  

会に参画する態度」の教育において，  

「情報の科学的な理解」 

的なネットワークについて，恐怖心では  

ない適切な曹戒心を持たせることができ  

るが，そうでないと貧弱な柱になっ七し  

まって「情報活用の実践力」とバランス  

しない，・とかである．   

さて，中間まとめの中で，情報数育は  

上述の意味で「自ら学び，自ら考えるこ  

と」を具現する教科となることが期待さ  

れている．そして，●一教育課程の全体を通  

しで－●と‘いうことと，…各学校段階を一貫  

した系統的な教育Mが強調されている．そ  

のくだりを直接引用しておこう十紙幅の  

都合で触れられない小学校・．中学校の情  

報教育についての概要を語るものとも  

なっている． 

（情報化への対応）   

ウ コンピュータを中心とする情報に関   

する教育については、現在卜小学校段階で  

教具としての活用を通して 

触れ、慣れ親しむことを基本とし、中学校   

段階で技術・家庭科の選択領嘘「情報基   

礎」においてコンピュータの役割や機能を   

理解させ、情報を適切に活用する基礎的な   

能力の育成を図る・こ上ときれ、中学校及び   

高等学校の数学、理科にコンピュータの原   

理等の内容が盛り込まれている。   

これからの高度情報通信社会を生きていく   

児童生徒が、溢れる情報の中で情報を主体   
的に選択・活用できるようにする■ことが大   

切である。そのために、コンピュータや情   

報通信ネットワーク等の情報手投を活用で   

きる基礎的な資質や儲力を培う必要があ  

持っていれば，「自らが学びたい時に，学びた  

いことを学ぶ」というのは絵空事ではなくなっ  

た．   

逆に言えば，「自らが学びたい時に，学び  

たいことを学ぶ」を実現するための基礎的能力  

を育てる教育こそが学校数育であると†、うこと  

になる・ 

が子細に検討して，つぎの三つの言葉にフォー  

カスしてい声・それを引用して若干整理すると 

次のように寧る・  

′「情報活用の実践力」課題や目的に応じ  

て情報手段を適切に活用することを含めて，必要な  

情報を主体的に収集・判断・表現・処理・・創造し，  

受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力   

イ情報の科学的な■理解」一橋報活用の基礎  

となる情報手段の特性の理解と，情報を適切に扱っ  

たり，自らの情報活用を評価・改善するための基礎  

的な理論や方法の理解 

「情報社会に参画する態度」一社会生活の  

中で情報や情報琵術が果たしている役割や及ぼして  

いる影響を理解し，情報モラルの必要性や情報に対  

する責任について考え，望ましい情報社会の創造に  

参画しょうとする態度  

著者は，この三つを情報リテラシーの三要  

素として引用した上で，・構造的な図として提示  

した6）こ  

情報化社会に生きる   

個 人  

情報社会   

に参画   

する  

．  情報の科学的な理解  

図．1一情報リテラシ丁の三つの要素  

－ 4 －   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



る。また、併せて、情報の発信・受信の基本的   

ルールや情報化の影響などについての理解を蔑め   

る■ことなども重要である。このため、児童生徒の  

発達投降に応じて、各学校段階を一貫した系統的   

な教育が行われるよう関係教科等の改善充実を図   

る必要がある。具体的には、小学校、中学校及び  

高・等学校を通じ、各教科等の学習におル．、てコン   

ピュータ等の積橿的な活用を図る。また、小学校   

においては「絵合的な学習の時間」（仮称）でコ   

ンピュータ等の情報手段を適切に活用する。中学  

校においてはコンピュータの基礎的な活用技術の  

習得など情報に関する基礎的内容を必修とする。  

高等学校においても、コンピュータ等の情報手段   

の活用を図りながら情報を適切に判断・分析する   

ための知識・技能を習得させることなどを内容と  

する教科「情報」（仮称）を位置付ける必要があ   

ると考える。   

5．高校の必修科目「情報A」（仮称）－ カ   

リキュラム案．   

日本教育工学会や情報処理学会では，それ  

ぞれ，高校の教科「情報」の位置づけ，科目  

「情報AJ「情報BJ「情報C」などの指導要領  

案や指導書案の検討が続けられている．・ここで  

は，情報処理学会の情報処理教育委員会初等中  

等分科会が本年2月に文部省に示した提案書7）の  

中■から，「情報A」（仮称）の目標と内容を紹介  

しよう．   

この提案では，「情報A」は高校生のほとん  

どが履修すると位置づけて，4章で述べた意味  

での情報活用能力の育成に的を絞ってある．そ  

して，協力者会議の表現でいうところの「情報  

の科学的な理解」の比重を少し薄めなにしてい  

るのは，2003年を想定した開講時における教育  

担当者の問題を勘案したことと，本格的な科月  

として，「情報BJ「情報C」を用意してある  

からである．この提案を示すと，－●よく思い  

切ったものですねえ●－といわれることがある  

が，従来の情報数育の枠を踏み出し，確かに大  

胆なものとなっている．  

第1情報A  

l 目標  

電子情報ネットワークなどから怨られる多  

様な情報の中から、自分に必要な情報を選び  

出し、利用できる能力を育て■る。また自分の  

主張を電子情報ネットワーク上に尭信し、他  

人に伝えられる能力を育てる。これらの活動  

を通じて情報科学の基礎的概念を体験的に理  

解させると同時に、電子情報ネットワークと  

コンピュータ利用の基礎となる概念モデルの  

形成ができるように配慮する。  

2 内容  

（1）電子情報ネットワーク上の情報を読む  

ブラウザの使用と穣索システム  

表現の意図を読み取る  

発信者の要求に答える  

（2）発信したい情報を設計する  

編集作業の方法  

メールの受発信、ニュースの受信と投稿  

皇宮な内容の文書の作成  

（3）電子情報ネットワーク上に情報を琴愕  

する  

Webによる発信・  

（4）電子情報ネットワークの成立ち  

情報量の単位としてのbit  

2進表示による文字、数字、書、画像  

の表現  

電子情報ネットワークの構成  

コンピュータの構成（入出力、記憶、  

演算）ソフトウエアの役割  

（5）電子情報ネットワークと社会  

ネットワーク利用における倫理  

情報の信憑性  

プライバシー保護と情報公開  

知的財産権  

ネットワーク上の犯罪とセキュリティ   

6．これからの情報教育－ まとめに  

かえて  

わが国の公教育としての情報数育の推  

進には，大きく言って二つの流れがあ   

－ 5 －  
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試験と追試験の間邁と回答が掲載されてい   

る■こ◆◆1  

2）http〟www．monbu．岳ojp／sin或叩ky〟に，第二  

次答申など一連のものが掲載されてい・る． 

3）http血w．monbu．gojb／由血sに掲載．  

4）同上  

5）武弁零敗21世紀：「豊かな情報化社会の実  

現を厳らて」第二部ウ．中等教育べの捷言，   

情報処理学会刊行（印刷中X199引．  

‘）武井志雄：21世紀の情報教育ゎあり方にづい   

て－一初等■・中等教育への提言（わ初等・中  

等教育たおける情報数育実施上の諸問題．  

情報処理学会「コンピュータと教育」・研究  

会報告ゝCE－4喜一2（印刷中）（1998）∴  

了） 

わ以下のの文献に，それぞ 
詳しい記述と資料・文献がある∴坂元昂： 

学校における情報教育，平成4年度情報処理  

教育研究集令夢文集，■pp・草㌢熱演帝省・北  
森遠大学（1992）．武井零熟モ恒、方カー般 －ち、  
情報教育．平成4年皮情報処理教育研究集会  
論文阜≒ 

＿ 

育における情報教育の動向1 

育での情報数育の取り組み老視準．・．僧報処  

理，Ⅴ叫38，No‘7，pp・5叶599≠（1野？ 

． 

お・ける情報教育の動向・2．√初等頼等教育で   

乳棒報教育の．内容，情報処軋．Y01・3§， ▲リ′・．－▲  
No．さ，pp二7！3－719，（1997）．武井泰雄，一大岩元：   

初等中等教育における情報数育の動向3．   

高等教育との接続性からみた情報数育，情   

報処理，Vol．38，No．9，PP．811－81如1997）．   

中村直人，・松田稔樹：初等中等教育における   

情報教育の動向4．情報教育担当教員の養   
成∴情報処理，Vol．3さ，No．10，   

pp．β23」9玖（1997）． 

9）各年度の情報処理研究集会論文集と，情報   

処理学会が文部省の委嘱で行った調査研究   

報告奮が参考になる．そのサス】トl±っいて   

は次の文献およびそこに引用し声文献を参   

照の声と・r大学等における二鱒鱒報処理   

数育め在り方に関する調査研究」・ 

嘱調査研究）；情報処理学会（1卵3）．  

る．一つは高等教育における情報教育のあり方 

に関する議論と振興策で，もう一っは初等中計  

教育における情報教育のあり方に周するそれで 

ある8）．両者はいま，高校における情報教育七  

いう問題左通して，一つの接点が出来かかって  

いるが，歴史的には大きく異なった流れであっ  

た．   

初等中等教育の情報教育が本格的な幕開け 

を遇え，しあ；も専攻教育の根幹を担う役割が期  

待されている今，そゐ両方の流れを，多くの方  

に知って頂くことが重要だと思う．このことに  

あえて鱒れたの埠，牒報教育自体が新しい上  

に－といっても■すでに4P年ほどの歴史はある  

が－， 新しく参画してくる人々によって情報  

教育が担われる衛向かある■ので∴情報教育に関  

わる重要寧塀念の元とな 

重ねや努力を参照してほしいからである・   

今までわが国では，情報数育といえば大学 

・短大が主であった9）．このため学習者の発達  

課程ということにあまり配慮する必要がなから  

た．また，記号的・抽象的なレベルで教育を行  

うことができた∴羊のこらの点は；不十分な環  

境で情醸教育を推進せざるを得をかった時代で  

は幸せなことであづたが，逆に幅・をせばめてい  

たともいえる．M情報itというのは，今までの情  

報数育があづ 

な存在で卒ろ■牢、ら，不格的な情報敦育を進めて 

行くと，興味深いことに遭遇するに違いない．  

情報教育の卒格的な研究がこれから始まるよう 

な予感があ為．この点は，・優れた教育担当者を  

送り出すための教員養成体制とともに検討され  

るべきとだろう．  

註および参考文献   

1）http：〟ww岬i画．αjpl；，1997年98年の2年分の本  
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